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運
動
習
慣
が
あ
る
方
も
無
い
方
も
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
ま
す
。
正
し
く

効
果
的
な
歩
き
方
を
身
に
付
け
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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�阿
久
比
町
商
工
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様

　

阿
久
比
町
へ
現
金
四
万
八
千
円
を
「
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
六
月
二
十
九
日
白
沢
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
た
、
商
工
会
法
施
行
五
十

周
年
記
念
事
業
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
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会
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
で
集
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
不
適
切
な
訪
問
販
売
が
発
生

し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
次
に
紹
介
す
る
事
例
を
参
考

に
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

消
防
職
員
を
装
う
ケ
ー
ス

　

消
防
職
員
の
身
分
を
か
た
り
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
義
務
に
な
っ
た
と
取

り
付
け
、
法
外
な
代
金
を
要
求
す
る

ケ
ー
ス
。

※　

消
防
職
員
が
住
宅
用
警
報
器
を
訪

問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
に
よ
り
身
分
を
証
明
す
る
も
の

を
要
求
し
て
く
だ
さ
い
。

恐
怖
心
を
あ
お
る
ケ
ー
ス

　

設
置
し
な
い
と
罰
金
を
取
ら
れ
る
。

火
災
保
険
が
下
り
な
い
な
ど
と
、
恐
怖

心
を
あ
お
る
ケ
ー
ス
。

※　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
罰

則
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火

災
保
険
が
下
り
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

　

「
だ
ま
さ
れ
た
。
高
額
な
請
求
を
さ

れ
た
」。
そ
ん
な
と
き
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
を
活
用
で
き
ま
す
。

　

消
費
者
が
申
し
込
み
や
契
約
を
し
て
、

内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
一
定
期
間
（
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
訪
問
販
売
に
つ
い
て
は
八
日
間
）

で
あ
れ
ば
、
消
費
者
は
代
金
を
支
払
う

必
要
は
な
く
、
支
払
い
済
み
の
代
金
な

ど
も
全
額
返
還
し
て
も
ら
う
権
利
が
あ

る
と
い
う
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
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早
期
設
置
が
最
大
の
被
害
防
止
策
で
す

　

信
頼
の
お
け
る
販
売
店
で
購
入
し
て

設
置
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
不
適
切
訪

問
販
売
被
害
防
止
策
と
な
り
ま
す
。
家

族
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
も
一

日
も
早
く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
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□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課　

�（
２

１
）１
４
９
１

住
宅
用
火
災
警
報
器 

９月２日（木）

９月９日（木）

９月１６日（木）

９月３０日（木）

１０月７日（木）

１０月１４日（木）

１０月２１日（木）

Ｑ．固定資産税の評価替えとは何ですか？
Ａ．毎年度評価替えを行い、その結果をもとに課税を行うことが理想的ですが、
膨大な量の土地、家屋について毎年度評価を見直すことは、実務的には事実
上不可能です。課税事務の簡素化を図り徴税コストを最小に抑える必要もあ
ることなどから、土地と家屋は原則として 3年間評価額を据え置く制度、つ
まり３年ごとに評価額を見直す制度となっています。
　　評価替えは、３年間の資産価格の変動に対応し、評価額を適正な均衡のとれ
た価格に見直す作業です。
　　なお、土地の価格は、平成２２年度（第２年度）・平成２３年度（第３年度）
は、地価の下落があり、価格を据え置くことが、適当でないときは、簡易な
方法で価格を修正することとなっています。
□問い合わせ先　税務課固定資産税係　�（４８）１１１１（内２１８・２３１）

シリーズで税金の疑問について紹介
していきます。シリーズ税金Ｑ＆Ａ

チャリティー募金の目録を町長に手渡す竹内幸太郎商工会長


